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。
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。
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ぶ
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れ
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追
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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告

慈光保育園　泥んこ遊び慈光保育園　泥んこ遊び

▲上手く結べるかな？ ▲腰が痛くても頑張るぞ !! ▲おいしく育ってね

▲宝はどこだ～ ▲何を捕まえたのかな？

　6月5日、慈光保育園の園児たちが、田んぼで泥んこ遊びを行いました。
　去年の園児たちとは違い、恐る恐る田んぼに入っている様子でしたが、初めて入る田んぼに、水の温かさや、
土の冷たさなど、さまざまな事を感じ取っているようでした。
　カエルやイモリを捕まえて遊んだり、アメンボを追いかけて走りまわったり、おのおのが自由に田んぼと触れ
合っていました。その後は昨年同様に、宝探しと称して立神峡公園のみかん畑に実っていた甘夏を田んぼの中
に放り投げ、全員で探すというゲームを行いました。
　中にはヘッドスライディングでみかんを探す子もおり、全身泥だらけになりながら、終始笑顔で楽しんでいる

宮原小学校・東陽小学校　田んぼの学校宮原小学校・東陽小学校　田んぼの学校
　12日、東陽小学校の生徒15人が田んぼの学校『苗取り』を行いました。始めに苗床から出来た苗を慎重に引
き抜く「すごく」作業を行いました。根を切らぬように慎重に作業を行うことを伝え、抜いた苗をわらで束ね、田
植えの準備です。わらで束ねる方法も教えましたが、難しく大変苦戦しているようでした。最後は束ねた苗を田
んぼに投げ入れる作業です。なるべく高く投げ、根が下を向くようにするのですが、なかなか難しかったようで
す。
　「根をなぜ下に向くように投げるのか？」という疑問にも、講師の先生が解りやすく解説をし、生徒は「なるほ
ど！」という表情で説明を聞いていました。
　また、13日の午前中は東陽小学校、午後は宮原小学校が田植えを行いました。
はかり棒と親綱引き綱を使い植えていく昔ながらの方法ですが、植え方を丁寧に教わり、田植えを実践してい
ました。
　最初は難しく、植えるテンポがずれたり、植え忘れた場所があったりなどしたため、遅くなっていましたが、慣
れたら、われ先にと、印の部分に植えていました。両校とも非常に上手で、あっという間に終わってしまいました
が、子どもたちの顔には満足感と達成感を得た満面の笑みがこぼれていました。

ようでした。
　今の子どもたちは、汚れる事に
慣れていないように感じます。外
で遊ぶ事がなくなってきた事が原
因かと思います。立神峡公園では、
これからも体験を通じて自然に触
れあう楽しさなどを伝えていきた
いと思います。


